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1. 国民経済には家計 と企業の二種類の経済主体があ

り, 財 は，これら の経済主体の間 を循環するもので，各

産業 の生産物は，そ の産業および他の産業において生産

のた めに使用 され るか，最終需要 とし て生産以外の用途

にあ てられ るものであ る。そこで最終需要の中の家 計費

におい て，各産業に おけ る生産物 の占 める割合が， どれ

くらいであ るか， また， どのよ うに変化してい るかを知

ろ うとするものであ る。

2･　通商産業省の作成に よる昭 和26, 30, 34 年の産業

連関表 によっ て家 計費と各産業 との関係についての分析

を試 みた。

3･　最終需 要のうち，家 計消費 の占 める割合は大きく

且つ，各年に よっ て変化 を示してい る。こ とに家計消費

が購入し た額の多い ものは農林水 産業， サービス， 食料

品工業，織物，繊維製品工業などであり，家計費の中で

の構成比が減少し てい るものは農林水産業, 織 物， 繊維

製品工業な どで，これは国民経済 の高度成長による１人

当国民所得 の増加に伴って食糧消費の構造が大きく変化

しつっあ るこ とや，家計消費が耐久消費財やサ ービ スに

多 く向 けられる傾向 のあ るこ とを示す ものと思 われ る。


